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1 次の文章を読んで、以下の設問に答えなさい。

8世紀初めに完成した大宝律令により本格的な律令国家体制がほぼ整った。し

かし班田収授法を基礎とした土地制度は、平城京に遷都して十数年後には、修正

を余儀なくされた。三世一身法が出された当時、政界で権力を握っていたのは右

大臣の地位にあった 1 であったが、彼はその数年後には謀反の疑いで、

藤原不比等の子の4兄弟により自殺に追い込まれた。この4兄弟が天然痘で亡く

なったあとに政権を握ったのは、皇族出身の
⒜
橘諸兄であった。その後、藤原仲麻

呂が権力を独占したが、後ろ盾であった光明皇太后の死去もあって権力を失った。

孝謙太上天皇は僧の道鏡を寵愛して 2 と対立した。道鏡は法王にまで上

り権勢をふるったが、
⒝
道鏡を天皇にすることに反対した人々の動きにより左遷さ

れた。

政治の刷新をめざした桓武天皇は、平城京から長岡京、次いで平安京に遷都し

た。律令体制の立て直しのために政治機構を見直し、また正丁の雑徭の年間限度

を 3 に引き下げるなどして農民の生活を維持させようとした。蝦夷対策

では802年に胆沢城、翌年に
⒞
志波城を築かせたが、のちに家臣の意見を考慮して

蝦夷との戦争を停止した。桓武天皇の死後も、平城天皇、嵯峨天皇が改革を続け、

823年には、財源確保を目的として大宰府管内に 4 が設置された。

9世紀、藤原氏のうち、とくに北家が天皇家との結びつきを強め、また他氏族

を排斥しながら
⒟
政界で勢力を拡大していった。ただし、宇多天皇は在位の途中か

ら関白を置かず、蔵人所を拡充した。その指揮下に置かれたのが 5 であ

る。次の
⒠
醍醐天皇も摂政・関白を置かなかった。しかし、藤原北家の権力がやが

て確立し、摂政もしくは関白が置かれるのが慣例となった。
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問1 空欄1について、適当なものを選びなさい。

ア．藤原広嗣 イ．長屋王 ウ．高向玄理 エ．大津皇子

問2 下線部⒜の政権下での出来事に関する記述として、適当なものを選びなさ

い。

ア．都が一時、平城京から恭仁京に移された。

イ．口分田不足のため百万町歩開墾計画が立てられた。

ウ．蝦夷対策のため陸奥国に多賀城が築造された。

エ．約40年前につくられた養老律令が施行された。

問3 空欄2について、適当なものを選びなさい。

ア．仁明天皇 イ．斉明天皇 ウ．淳仁天皇 エ．淳和天皇

問4 下線部⒝に関わる記述として、適当なものを選びなさい。

ア．和気清麻呂が伊勢神宮の神託を偽りであると述べた。

イ．反対派には藤原式家の藤原永手や藤原北家の藤原百川らがいた。

ウ．天武系の皇統にかえて天智天皇の孫の光仁天皇を即位させた。

エ．橘奈良麻呂が、道鏡を倒そうとして、古い豪族と結んで反乱を起こした。

問5 空欄3について、適当なものを選びなさい。

ア．15日から7日 イ．30日から15日

ウ．60日から30日 エ．80日から40日

＊2



問6 下線部⒞が置かれていた場所として、最も適当なものを地図中から選びな

さい。

イ

ア

ウ

エ

問7 空欄4について、適当なものを選びなさい。

ア．公営田 イ．門田 ウ．元慶官田 エ．賜田
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問8 下線部⒟に関連して、藤原氏が9世紀に関わった出来事を年代順（古い→

新しい）に並べたものとして、適当なものを選びなさい。

ア．清和天皇の即位→伴健岑らの排斥→阿衡の紛議

イ．清和天皇の即位→阿衡の紛議→伴健岑らの排斥

ウ．伴健岑らの排斥→清和天皇の即位→阿衡の紛議

エ．伴健岑らの排斥→阿衡の紛議→清和天皇の即位

問9 空欄5について、適当なものを選びなさい。

ア．検非違使 イ．西面の武士 ウ．北面の武士 エ．滝口の武者

問10 下線部⒠の時期の出来事として、適当なものを選びなさい。

ア．「本朝十二銭」の最後となった乾元大宝が鋳造された。

イ．「延喜格」や「延喜式」の編纂が行われた。

ウ．菅原道真の建議により遣唐使の派遣が中止された。

エ．左大臣源高明が謀反の嫌疑をかけられて失脚した。
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2 次の文章を読んで、以下の設問に答えなさい。

鎌倉幕府の特色の一つは、将軍と御家人との間の封建的な関係だといえる。源

頼朝は武士の土地に対する強い思いをよく理解していた。頼朝は、1180年の

1 で敗れたが再起して、鎌倉に入って拠点とし、主従関係を結んだ武士

の所領支配を保障した。また頼朝は平氏との戦いのなかで、
⒜
鎌倉と地方の政治機

構を徐々につくりあげていった。平氏滅亡後には、弟義経と対立したが、1185年、

義経を追討することを名目として、後白河法皇に
⒝
守護（当初は、惣追捕使や国地

頭などとも呼ばれた）・地頭の設置や 2 を徴収する権利を認めさせた。

1189年には、義経をかくまったことを理由に
⒞
奥州藤原氏を滅ぼして、全国を平定

した。

頼朝の死後、幕府は2代将軍が廃され、3代将軍も暗殺されるという状況にお

ちいった。北条義時は、4代将軍の候補者選びに苦心したが、幕府は、頼朝の遠

縁にあたる 3 を後継者に迎えることになった。こうしたなかで後鳥羽上

皇の義時追討の命により起こったのが1221年の
⒟
承久の乱であった。この戦乱での

勝利によって、鎌倉幕府の朝廷に対する優位は決定的になった。

この乱の後、幕府は 4 のかわりに新たに六波羅探題をおいて朝廷を監

視するとともに、西国に大きく勢力を伸ばした。しかし、地頭と荘園領主や荘民

との間での紛争が多くなり、裁判も増加した。そこで北条泰時は裁判を円滑に進

めるなどを目的として、1232年に
⒠
御成敗式目を制定した。さらに北条時頼は、評

定のもとに 5 をおいて所領に関する訴訟を担当させるなど、裁判制度の

整備につとめた。
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問1 空欄1について、適当なものを選びなさい。

ア．富士川の戦い イ．一の谷の戦い

ウ．俱利伽羅峠の戦い エ．石橋山の戦い

問2 下線部⒜に関連して、頼朝の時期の鎌倉幕府の政治機構についての記述と

して、適当なものを選びなさい。

ア．御家人を統率する侍所の長官に、有力御家人の安達泰盛が任じられた。

イ．裁判事務を担当する問注所の長官に、公家出身の三善康信が任じられた。

ウ．将軍を補佐するため執権がおかれ、初代の執権に北条政村が任じられた。

エ．執権を補佐するため連署がおかれ、初代の連署に北条経時が任じられた。

問3 下線部⒝に関連して、鎌倉時代の守護に関する記述として、適当なものを

選びなさい。

ア．荘園領主に年貢徴収を請け負わせる守護請を行った。

イ．平時の任務は大犯三カ条であり、臨時に謀叛人の逮捕が加わった。

ウ．原則として1国1人の配置で、主に東国の御家人から任命された。

エ．国衙で陣定を開くなど国司の行政にも干渉するようになった。

問4 空欄2について、適当なものを選びなさい。

ア．1段あたり5升の兵粮米 イ．1段あたり20升の兵粮米

ウ．1段あたり5升の加徴米 エ．1段あたり20升の加徴米

問5 下線部⒞に関して、後三年合戦のあとに平泉を拠点とした奥州藤原氏の三

代目として、適当な者を選びなさい。

ア．基衡 イ．秀衡 ウ．泰衡 エ．清衡

問6 空欄3について、適当なものを選びなさい。

ア．藤原頼経 イ．藤原頼嗣 ウ．藤原頼忠 エ．藤原頼通
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問7 下線部⒟に関する記述として、適
�

当
�

で
�

な
�

い
�

も
�

の
�

を選びなさい。

ア．北条政子の呼びかけに応じて、東国武士の大多数が幕府側に結集した。

イ．北条泰時らが率いる軍勢が京都に進軍し、幕府側が勝利した。

ウ．幕府は乱のあとで仲恭天皇を廃し、後堀河天皇を即位させた。

エ．後鳥羽上皇は佐渡に流された。

問8 空欄4について、適当なものを選びなさい。

ア．鎮西探題 イ．鎮西奉行 ウ．京都所司代 エ．京都守護

問9 次の史料は下線部⒠の一部分であるが、この史料に関する記述として、適

当なものを選びなさい。

・・・・・・・・
ほう い ごと とうせい

右、法意の如くばこれを許さずと雖も、大将家御時以来当世に至るま
そ な ふ えき しょうけい

で、其の子無きの女人等、所領を養子に譲り与ふる事、不易の法勝計
しかのみならず と ひ せんしょう こ もっと

すべからず。加 之、都鄙の例先蹤惟れ多し。評議の処尤も信用に足る

か。

ア．「法意」とは頼朝以来の武家の慣習法を指している。

イ．「大将家」とはこの式目を制定した北条泰時を指している。

ウ．武家社会では女性が養子に所領を相続させることは数えきれないほど

あった。

エ．「都鄙の例」とは鎌倉での先例のことである。

問10 空欄5について、適当なものを選びなさい。

ア．院評定衆 イ．引付 ウ．関東申次 エ．公文所
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3 次の文章を読んで、以下の設問に答えなさい。

17世紀後半からの農業技術の発達は、米穀や商品作物の増産につながり、陸上

や水上の交通網の整備により流通も活発になっていった。農業の発達には
⒜
農書の

普及も重要な役割を果たした。また、17世紀後半に 1 は、農業にも重要

な暦の誤差を修正して新しい暦をつくり、その功績で天文方に任じられた。同じ

頃、和算も大きな発達を遂げ、農業や商取引などにおいても活用された。

18世紀になって、幕藩体制にさまざまな問題が浮上してくると、それを乗りこ

える方法の一つとして
⒝
洋学（蘭学）が注目されるようになった。洋学への関心は

しだいに高まり、18世紀後半には多くの分野で優れた成果がみられ、大槻玄沢の

開いた 2 などの私塾は多くの門人を育てた。

やがて幕藩体制の動揺が顕著になると、
⒞
政治や社会の仕組みの変革を説く思想

が多く出現するようになった。幕府も洋学の重要性を認識し、西洋暦を取り入れ

た 3 を高橋至時につくらせたり、高橋景保などに洋書の翻訳をさせたり

して、西洋文明を移入する姿勢を示した。しかし、1839年の
⒟
蛮社の獄のように、

幕政を批判する思想家は厳しく取り締まられた。

一方で、日本の古典研究は、18世紀に入って以降、日本古来の道を探求する
⒠
国

学として発達していたが、19世紀にはそのなかから平田篤胤らがとなえた

4 がさかんになり、幕末の政治思想に影響を与えた。また江戸時代前期

から 5 の編纂事業を通じて形成されてきた水戸学も、幕末には尊王攘夷

思想の中核の一つとなっていった。
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問1 下線部⒜に関連して、『農業全書』の著者として、適当なものを選びなさ

い。

ア．土居清良 イ．宮崎安貞 ウ．大蔵永常 エ．田中丘隅

問2 空欄1について、適当なものを選びなさい。

ア．西川如見 イ．渋川春海 ウ．柴野栗山 エ．稲生若水

問3 下線部⒝について、18世紀前半の洋学に関連する記述として、適
�

当
�

で
�

な
�

い
�

も
�

の
�

を選びなさい。

ア．宣教師シドッチへの尋問をもとに『西洋紀聞』が著された。

イ．徳川吉宗は漢訳洋書の輸入制限を緩和し、実学を奨励した。

ウ．幕府は蕃書調所を創設し、外交文書の翻訳などをさせた。

エ．徳川吉宗は青木昆陽にオランダ語を学ばせた。

問4 空欄2について、適当なものを選びなさい。

ア．鳴滝塾 イ．懐徳堂 ウ．咸宜園 エ．芝蘭堂

問5 下線部⒞について、江戸時代後期の経世思想に関する記述として、適当な

ものを選びなさい。

ア．熊沢蕃山は『経済録』を著した。

イ．佐藤信淵は『稽古談』を著した。

ウ．海保青陵は『経済要録』を著した。

エ．本多利明は『経世秘策』を著した。

問6 空欄3について、適当なものを選びなさい。

ア．宣明暦 イ．貞享暦 ウ．授時暦 エ．寛政暦
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問7 下線部⒟に関する記述として、適
�

当
�

で
�

な
�

い
�

も
�

の
�

を選びなさい。

ア．アメリカ商船のモリソン号が、浦賀などに接近したことが事件の発端で

あった。

イ．三河国田原藩の家老であった渡辺崋山は、『慎機論』を書いたため永蟄

居を命じられた。

ウ．東北出身の医者であった高野長英は、『戊戌夢物語』を書いたため永牢

に処せられた。

エ．幕府から弾圧された者の多くは、洗心洞という塾でオランダ語などを学

んでいた。

問8 下線部⒠について、国学者に関する記述として、適当なものを選びなさい。

ア．賀茂真淵の門人であった荷田春満は、『国意考』を著した。

イ．伊勢出身の本居宣長は、古典を研究し『万葉代匠記』を著した。

ウ．塙保己一は、幕府の援助を受けて和学講談所を設けた。

エ．竹内式部は江戸で幕政を批判し、死罪に処せられた。

問9 空欄4について、適当なものを選びなさい。

ア．垂加神道 イ．復古神道 ウ．伊勢神道 エ．吉田神道

問10 空欄5について、適当なものを選びなさい。

ア．『続日本紀』 イ．『日本後紀』 ウ．『大日本史』 エ．『日本外史』
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4 次の文章を読んで、以下の設問に答えなさい。

ペリーの来航で開国した日本は、その後も
⒜
欧米列強の動きに大きな影響を受け

た。金貨の海外流出を防ぐ目的で行った貨幣改鋳はさらなる物価の上昇を招き、

幕府に対する反感が高まった。

通商条約の違勅調印が強い反発を招いたのに対し、幕府は安政の大獄で反対派

を処罰した。その後、
⒝
さまざまな改革を実行したが、政治的混乱を収束できずに

大政奉還して、幕府はその歴史に終止符が打たれた。

新しく誕生した政府は、
⒞
欧米諸国の制度を参考にするなどして国内改革を進め

ていった。しかし、急激な変化に適応できない人々も多く、政府は各地に設けた

鎮台に常備軍を配置し、反乱などに備えた。その後の1873年には徴兵制を実施し

たが、戸主とその後継ぎや、官吏・学生のほか、代人料 1 円をおさめる

者には兵役免除を認めた。

政府は
⒟
条約改正という外交課題の解決にも取り組みつつ、ドイツなどに学んだ

政治体制の構築を急いだ。政府の顧問 2 らの助言を得ながら憲法の草案

を作成し、同時に
⒠
議会制度や選挙制度なども整えていった。憲法発布後、1890年

に第1回帝国議会（第一議会）が開かれると、政府は民党と予算問題で対立した

が、民党の一部を切り崩して予算を成立させた。第二議会も紛糾したため、衆議

院は解散したが、この時の総選挙の際には 3 の品川弥二郎らが激しい選

挙干渉を行った。その後、
⒡
日清戦争直前まで政府と議会は対立をくりかえした。

日清戦争後は政府と政党との提携が強まり、政党の中心人物が入閣することも

あった。しかし、第3次伊藤博文内閣の地租増徴案に対しては、議会内の二大政

党が反対し、 4 を結成して、内閣を総辞職に追い込んだ。
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問1 下線部⒜に関連して、最初のペリー来航後の外国の動向について述べた次

の文を年代順（古い→新しい）に並べた時、3番目にくるものとして、適当

なものを選びなさい。

ア．イギリスを中心とした4国の連合艦隊が下関の砲台を攻撃した。

イ．ロシアの使節プチャーチンが長崎に来航して開国を要求した。

ウ．イギリス軍艦が鹿児島湾に進入し、薩英戦争が起こった。

エ．欧米列強は幕府と交渉して改税約書に調印させた。

問2 下線部⒝について、文久の改革の記述として、適当なものを選びなさい。

ア．島津斉彬が勅使をともなって幕府に幕政改革をせまった。

イ．徳川慶喜が将軍後見職に就任した。

ウ．松平容保が政事総裁職に就任した。

エ．松平慶永が京都守護職に就任した。

問3 下線部⒞に関して、明治時代初期の政府の動きについて述べた次の文Ⅰ～

Ⅳについて、正しいものの組合せとして適当なものを選びなさい。

Ⅰ オランダの教育制度を参考に、高等教育に重点を置いた学制を公布した。

Ⅱ アメリカ式の大農場制度などを取り入れるため、札幌農学校を開校した。

Ⅲ 機械や技術をイギリスから導入し、富岡製糸場を稼働させた。

Ⅳ 欧米列強の強い抗議を受けて、キリスト教禁止の高札を撤廃した。

ア．Ⅰ・Ⅲ イ．Ⅰ・Ⅳ ウ．Ⅱ・Ⅲ エ．Ⅱ・Ⅳ

問4 空欄1について、適当なものを選びなさい。

ア．15 イ．75 ウ．270 エ．500
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問5 下線部⒟に関連して、条約改正交渉の過程ではいろいろな事件も発生した。

警備の巡査がロシア皇太子を切りつけた事件が起こった場所として最も適当

なものを地図中から選びなさい。

ア

イ

ウ

エ

問6 空欄2について、適当なものを選びなさい。

ア．ダイアー イ．ベルツ

ウ．モース エ．ロエスレル

問7 下線部⒠について、明治期の議会制度や選挙制度に関連する記述として、

適当なものを選びなさい。

ア．華族令が定められ、将来の貴族院の土台がつくられた。

イ．漸次立憲政体樹立の詔が出され、同年に枢密院が設置された。

ウ．帝国議会の衆議院議員の半数は勅任議員であった。

エ．第1回総選挙の選挙人の資格をもつのは満30歳以上の男性だけであった。
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問8 空欄3について、適当なものを選びなさい。

ア．陸軍大臣 イ．内務大臣 ウ．宮内大臣 エ．司法大臣

問9 下線部⒡が開始される以前の東アジア情勢について述べた次の文Ⅰ～Ⅳに

ついて、正しいものの組合せとして適当なものを選びなさい。

Ⅰ 朝鮮では、壬午軍乱ののちに閔氏一族は清国に依存するようになった。

Ⅱ 列強による清の分割に抵抗した義和団が列国公使館を包囲した。

Ⅲ 1873年に批准した日清修好条規は、日本にとって不平等条約であった。

Ⅳ 悪化した日清関係を打開するため天津条約が結ばれた。

ア．Ⅰ・Ⅲ イ．Ⅰ・Ⅳ ウ．Ⅱ・Ⅲ エ．Ⅱ・Ⅳ

問10 空欄4について、適当なものを選びなさい。

ア．立憲政友会 イ．憲政会 ウ．憲政党 エ．進歩党
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5 次の文章を読んで、以下の設問に答えなさい。

東西冷戦が本格化していくなかで、1949年に西欧諸国にアメリカ・カナダなど

が加わって 1 が結成された。冷戦はアジアにも波及しており、国際的緊

張が高まっていた。このような国際情勢を背景に、日本は1951年にサンフランシ

スコ平和条約に調印し、翌年主権を回復した。しかし、その後も
⒜
労働問題や国際

関係などに関する多くの出来事が起こった。

1950年代は、アジア�アフリカ会議で平和十原則が出されたり、ヨーロッパ経

済共同体（ＥＥＣ）が成立したり、新しい連携の動きがみられた。日本はこの頃

から
⒝
高度経済成長期に入った。1955年頃には 2 と呼ばれる大型景気が到

来し、1960年代には年平均10％をこえる経済成長が続き、その間に
⒞
日本の産業構

造は変化した。1971年のアメリカの 3 大統領による金とドルの交換停止

などを内容とする新たな経済政策は世界経済に打撃を与え、その後の
⒟
国際情勢の

影響もあって、日本経済も大きく変化していった。

⒠
1970年代中頃、日本は高度経済成長の終焉を迎えたが、その後も生産設備の自

動化や省エネ型産業の成長などにより、5％前後の経済成長率を維持した。1980

年代前半に成長率はやや下がるものの、欧米諸国に比べると成長率は比較的高く、

ハイテク産業などを中心に生産や輸出を伸ばして、貿易黒字を拡大させた。

しかしそれとともに、欧米諸国との貿易摩擦もしだいに激しくなっていった。

巨額の財政赤字と貿易赤字という「双子の赤字」に苦しむアメリカでは、とくに

日本から輸出される 4 をめぐって、ジャパン�バッシングと呼ばれる対

日非難が強まった。1985年の 5 によって円高が一気に加速し、日本の輸

出産業の不況が深刻化した。
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問1 空欄1について、適当なものを選びなさい。

ア．経済協力開発機構 イ．北大西洋条約機構

ウ．国際通貨基金 エ．ワルシャワ条約機構

問2 下線部⒜について、1952年以降に起きた出来事として、適当なものを選び

なさい。

ア．日本労働組合総評議会（総評）が結成された。

イ．二・一ゼネスト計画への中止指令が出された。

ウ．ＭＳＡ協定に調印した。

エ．極東国際軍事裁判が始まった。

問3 下線部⒝の時期の出来事について述べた次の文を年代順（古い→新しい）

に並べた時、3番目にくるものとして、適当なものを選びなさい。

ア．東海道新幹線が開通した。

イ．『経済白書』に「もはや戦後ではない」と記された。

ウ．池田勇人内閣が「所得倍増」のスローガンを発表した。

エ．米の供給過剰などが問題となり、減反政策が始まった。

問4 空欄2について、適当なものを選びなさい。

ア．いざなぎ景気 イ．岩戸景気

ウ．神武景気 エ．オリンピック景気
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問5 下線部⒞に関連して、次のグラフは1950年から1970年までの工業の産業別

出荷額を示したものである。「食料品」「その他」以外は「繊維」「機械」「金

属」「化学」であるが、このうち「繊維」はア～エのどれに該当するか、最

も適当なものをグラフ中から選びなさい。

16.0%1950年 13.9 14.3 13.4 23.2 19.2

18.8% 25.8 11.8 12.4 12.3 18.91960年

19.3% 32.3 10.6 10.4 7.7 19.71970年

ア イ ウ 食料品 エ その他

（「工業統計表」などより作成）

問6 空欄3について、適当なものを選びなさい。

ア．ニクソン イ．アイゼンハワー

ウ．レーガン エ．ケネディ

問7 下線部⒟について、1970年代の国際情勢に関する記述として、適
�

当
�

で
�

な
�

い
�

も
�

の
�

を選びなさい。

ア．第4次中東戦争が勃発し、原油価格が大幅に引き上げられた。

イ．アメリカ・日本など6か国による先進国首脳会議が開催された。

ウ．田中角栄首相の訪中により日中共同声明が発表された。

エ．日韓基本条約が結ばれ、韓国との国交が樹立された。
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問8 下線部⒠に関連して、1970年代の国内経済や政治などに関する記述として、

適当なものを選びなさい。

ア．過度経済力集中排除法により分割されていた三菱重工業が再合併した。

イ．公害を批判する世論の高まりを背景に公害対策基本法が制定された。

ウ．中曽根康弘内閣の行財政改革で電電公社などが民営化された。

エ．成田の新東京国際空港が開港した。

問9 空欄4について、適当なものを選びなさい。

ア．牛肉 イ．自動車 ウ．米 エ．オレンジ

問10 空欄5について、適当なものを選びなさい。

ア．プラザ合意 イ．ブレトン�ウッズ体制

ウ．ＬＴ貿易 エ．スミソニアン体制
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